
平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

平成22年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日) 

平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

修正の理由 

平成22年3月期通期連結業績予想につきましては、修正はございません。 
 
 
 
(1)第2四半期累計期間連結業績 
 
当第2四半期累計期間連結業績につきましては、従来型風力発電所の売電売上は順調に推移したものの、蓄電池併設型
風力発電所である二又風力発電所からの売電売上は、日本卸電力取引所での取引価格が低迷している為、当初計画を
下回っております。そのため、第2四半期累計期間連結売上は、当初予想を下回る見込みです。 
一方で、各発電所でのメンテナンス効果により修繕費等の経費圧縮を図ることが出来たこと、また二又風力発電所の技術
検証を行う実証期間の延長に伴い、本格稼動が遅れ、減価償却費用計上開始のタイミングが計画よりも遅くなったことによ
り、営業利益、経常利益、当期利益で当初予想を上回る見込みです。 
 
(2)第2四半期累計期間個別業績 
 
当第2四半期累計期間個別業績につきましては、日本卸電力取引所の取引価格低迷を主因として、売電売上が当初計画
を下回り、第2四半期累計期間個別業績の売上高、営業利益が当初予想を下回る見込みです。 
また、当初計画より、受取利息が増加、支払利息が減少した為、経常利益は、ほぼ当初予想通りとなりました。 
一方で、四半期純利益に関しては、通期では黒字計画であるものの、当第2四半期においては四半期純損失となる為、税
効果会計による繰延税金資産の計上により、当初予想を上回る見込みです。 
 
(3)通期連結業績予想 
 
売電売上においては、日本卸電力取引所の取引価格が今後も低位推移する可能性があり、通期の売上にも影響を与える
可能性がある一方、イオスエンジニアリング＆サービス(株)による当社グループ以外の風力発電所メンテナンスおよびイオ

平成21年11月6日
各 位 

上場会社名 日本風力開発株式会社

代表者 代表取締役社長 塚脇 正幸

（コード番号 2766）

問合せ先責任者 取締役常務執行役員  小田 耕太郎

（TEL 03-3519-7250）

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,100 △1,100 △1,700 △1,900 △14,980.45

今回発表予想(B) 1,944 △737 △1,342 △1,242 △9,788.18

増減額(B-A) △156 363 358 658

増減率(%) △7.4 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

1,719 △328 △711 △495 △4,204.05

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 900 △500 △510 △600 △4,730.67

今回発表予想(B) 790 △607 △530 △338 △2,667.53

増減額(B-A) △110 △107 △20 262

増減率(%) △12.2 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

966 △41 16 △0 △6.70

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,400 3,100 3,000 1,700 13,403.55

今回発表予想(B) 7,000 2,800 2,900 1,700 13,392.57

増減額(B-A) △400 △300 △100 0

増減率(%) △5.4 △9.7 △3.3 ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

4,848 2,639 2,769 1,500 12,272.76



スエナジーマネジメント(株)によるデマンドコントロール販売等の新規事業の売上が見込まれており、通期連結予想におき
ましては、当初発表の修正は行っておりません。 
 
(4)通期個別業績予想 
 
売電売上において、日本卸電力取引所の取引価格が低位推移する可能性があり、売上高の減少、減収に伴う営業利益の
減少として、当初予想を修正いたしました。経常利益については、営業外収支が当初予想より改善していることから、減益
幅は少なくなる見込みです。 

  
以 上


